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らに rchain，αchain，μchain，Bence-Jones蛋白な
どがある。この M 蛋白の出現が血清 r分画の増加を伴
わない例もあることに注意すべきである。 M 蛋白血症
をきたす病気としては，多発性骨髄腫，原発性マクログ
ロプリン血症，本態性蛋白血症， 7S IgM病， H鎖病，
アミロイドーシス，自己免疫疾患などが知られている
が，最も頻度が高いのは， 本態性M 蛋白血症で， 多発
性骨髄腫の 2倍であり，鑑別診断の困難な場合も多い。
この病態は，慢性感染症，悪性腫虜，肝硬変などに伴っ
て現われ，その消長と軌をーにする例のあることが認め
られているが，一般の人にも発見されることがあり，特
に老人では，約 2%の割に発見されている。男性に多
く，加令とともに増加する傾向がある。多発性骨髄腫と
の鑑別診断は，問題の多い所であるが，結局， X線所見
で， Punched outや Osteoporosisを見つけたり，局所
の骨髄生検で 20%以上の異型性のある形質細胞を見つ
けるなどして，形質細胞の腫、虜性増殖による骨破壊像を
認めることが，多発性骨髄腫の診断に必要なことであ
り，ほかに血清相対粘度，ほかのクラスの免疫グロプリ
ンの増減の状態，セルロースアセテート法での波形帯の
所見などが参考になる。注目すべきことは，こうした M
蛋白の中に明瞭な抗体活性が証明された例が，いままで
何例か報告されており， M蛋白の本態に関して，重大な
示唆を与えるものである。すなわち， M 蛋白とは， 特
異な抗体活性を持った正常な免疫グロプリンを産生す
る，単一クローンに属する (monoclonal)抗体産生細胞
群が，なんらかの feed-backsystemの異常によって増
殖した結果に過ぎ、ないのではないかと考えられるように
なった。そして多発性骨髄腫の場合は，単一クローンの
免疫グロプリン産生細胞が悪性腫虜化し，形質細胞腫を
形成すると考えられている。そして M 蛋白血症発生の
機序について，興味ある仮説を提示された。すなわち，
遺伝的な要素が加わって素因として不安定な網内系を有
する場合がある。一方，後天的には病的な刺激，とくに
多クローン性高免疫グロプリン血症，あるいは免疫不全
症候群をきたすごとき病態像が加わって，網内系が不安
定になる場合もある。いずれにしてもまず網内系組織，
とくに免疫グロプリン産生母地の clonal distribu tion 
に乱れが生ずる状態が先行し，これに加令，あるいは網
内系組織を冒す疾患，たとえば，悪性腫蕩，自己免疫性
疾患などが加わって，本態性M 蛋白血症になると考え
られる。 さらにこれら抗体産生細胞群に対して feed-
back mechanismをこわすような特殊の刺激が加われ
ば，多発性骨髄腫になる。多クローン性グロプリン血症
から，本態性 M 蛋白血症への明瞭な移行例は，未だ l例
であり， また本態性M 蛋白血症から多発性骨髄腫への
移行例についても，陽性のデータはないが，その可能性
を否定できない。(栗山喬之)
リンパ球の再循環
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成熟動物のリンパ節の副皮質には post-capillary 
venule (PCV)と呼ばれ，形態学的にも機能的にも特殊
な性格を持った血管がある。この血管の内皮細胞は背が
高く立方形をしており，管腔内，壁内および周囲には多
くの小リンパ球が存在する。電子顕微鏡で見ると細胞内
小器管(コ守ルジ装置， ミトコンドリア， リソゾーム)が
豊富であり，また墨汁を注入するとこれを取り込むこと
から呑食能を持っていることがわかる。組織化学的に
は， lysosomal enzymeである alkalinephosphatase， 
s-gl ucuronidaseの存在が認められる。
ラットにおける観察によると，これらの血管は生まれ
た直後には特異な形態を示さないが，それに相当する個
所の血管に内皮細胞の盛な有糸分裂が起こっているのが
見られる。生後 5日日ごろになると内皮細胞の背が高く
後慶大病理
なり始め，小リンパ球も腔内に見られるようになり，一
週間自には成熟ラットのものとほとんど同様な形態を示
すに到る。ヒトの場合も胎児期には未だ見られないが生
後 2カ月目にはすでに PCVが存在する。
この PCVのあるリンパ節の副皮質の小リンパ球は，
牌臓の中心動脈周囲のものとともに， thymus depend-
entであるといわれている。新生児期にマウスの胸腺を
摘出すると，この領域に出現するはずの小リンパ球が消
失してしまう。この小リンパ球の循環動態上 PCVは重
要な役割りを持つ。
放射性同位元素で標識した胸管， リンパ節のリンパ球
を動物(ラット)に静注してその動きを見た。移入され
たリンパ球は胸腺，牌リンパ節に入って行くことが観察
された。時間的経過を追って見ると，臓器により変動に
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差異が見られる。牌においては 2時間で最高のカウント
に達し，後，徐々に下がって行くが，リンパ節では段々に
上がっていく。どこのリンパ節も，単位重量あたりのカ
ウントはほとんど等しい， Salmonella enteritidisで抗
原刺激をすると， 1 mgでは大した変化が見られないが， 
5mgの大量ではリンパ節の副皮質， PCVの小リンパ
球が 6時間で著減し， 24時間でもとにもどるのが見られ
る。 BSAを大量に使い同様な現象が報告されている。
リンパ球のリンパ節内での動きを見ると，早期(10分)に 
PCVの腔内，壁内に出現し， 徐々に副皮質，櫨胞周囲
から中間部の洞へ移動して行くのがわかる。 Salmonella 
enteritidis で感作した動物でも大体同様のことが見ら
れるが，注入されたリンパ球が，皮質部の洞内に出現す
るのは対照群には見られない現象であった。牌において
は，中心動脈周囲に標識されたリンパ球が出現すること
が観察された。
つぎに新生児期に抗リンパ球血清投与を受けた動物の
リンパ組織の変化を見た。対照として，抗肝血清の投与
をした動物を使った。抗リンパ球血清投与開始後 2，. 6 
時間で末柏、血のリンパ球の減少が見られる。これらの動
物の生長は対照群に比べて遅れる。やがて，胸腺が縮少
し， リンパ節の副皮質のリンパ球が著滅する。この時，
髄質や，被膜直下の細胞は残っているが，力価の高い抗
血清を用いると， リンパ系の細胞が全く消失し，細網細
胞だけのリンパ節になってしまう。 PCVは，特長ある
構造を示すが，小リンパ球はそこから消失している。ま 
J た，内皮細胞の細胞内小器管の発達も悪くなっている。
また，こういう動物では骨髄もやられて低形成になって
おり， リンパ節の髄質には正常では見られない髄外造血
巣が見られる。抗リンパ球血清のこの作用は， リンパ球
で吸収して，抗リンパ球作用をなくさないと消えない。
この荒廃した状態からの回復を見ると，まず，皮質部
にパラパラと小リンパ球が出現しやがてその中に一次鴻
が出現し，つぎ、に二次櫨胞が出現してきた。
※最後に走査電子顕微鏡でとらえた， リンパ節の構造
の写真が数枚写された。
(篠原信賢)
二次変性を起こした神経終末における synapticvesicles について 
， ， ，l' Ei 名 』悦 郎* 
二次変性を起こした神経終末の電顕像 (Guillery， 
1970)勺こは，これまで 2種類が報告されている。その1)
は終末内に細線維が増殖し， mitochondriaなどは一方
に偏在する白brousdegeneration type，2)は終末の基
質の電子密度が増強し，暗調となる densedegenera-
tion typeである。 1)は変性初期， 2)は変性後期にみら
れるとか， 1)は可逆的反応にすぎず， 2)が本当の変性像
であるという研究者もいる。しかし，海馬の正常電顕像
でも，鉛を含む neuronの終末は電子密度が高いとい
う報告 (Ibataand Otsuka，1968)5)，正常視床核の一
部では電子密度の高い終末が，変性時より多い頻度にみ
られ， これを darkneuronの終末とする者 (Cohen 
and Pappas，1969)1りあるいは，後根切断後， 脊髄内
の二次変性像では，電子密度の低い明るい終末がグリヤ
細胞に貧食されているという観察 (Conradi，1969)2)か
ら，終末部の電子密度の増強が，変性像の必要十分条件
であると必ずしも断言できなくなっている。 
Szen tagothaiら(1966)1)は，ネコの網膜破壊後，外側
膝状体を電顕で観察し，終末の電子密度が増す以前に，
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synaptic vesiclesの大きさが大小不同となることを報
告した。また， Cuenodら (1970)勺ま，ハトの網膜破壊
後の視蓋で，変性初期に大形の synapticvesiclesが出
現してくることを確認した。
演者 (Kawana，Akert and Bruppacher)6)は， ラッ
トを用いて，大脳皮質を広範に破壊した後， Nucl.cauda-
tusでの変性終末中の synapticvesiclesの大きさの変
化について検索した。正常ラットの Nucl.caudatusの
神経終末には，偏平化された synapticvesiclesと球形
の vesiclesの混在するもの (F型)と，球形 vesicles
をもつもの (S型)が認められた。パノラマ的に得られ
たほぼ 200個位の神経終末より， 18個以上の synaptic 
vesiclesを含む S型終末を選び出し，その synaptic 
vesiclesの直径のひとつの終末での平均値を求め，平均
値による終末の分布曲線を作ると， 390Aと 460，.470A
のところにピークが現われた。このピークをもとにして 
S型終末は小形の vesiclesをもつら型と大形の vesi・ 
clesをもっ SL型の二亜型にわけられる。 Ss型の終
末の vesiclesの直径の分布曲線をつくると，その range 
